
たばこのポイ捨て・歩きたばこは止めましょう！
たばこは喫煙所で！　携帯灰皿といっしょにマナーと良心を携帯しましょう

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
６
５
回

と　

き　

６
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜

・
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド

　

 

今
年
も
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
！
恒
例
の

サ
ン
バ
♪
♬

・
ワ
イ
ン
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ま
つ
り

　

秩
父
の
地
酒
を
味
わ
お
う
！

・
み
ど
り
の
村
が
や
っ
て
く
る
。

　

様
々
な
ブ
ー
ス
で
大
盛
り
上
が
り
！

・
ポ
テ
く
ま
く
ん
が
遊
び
に
く
る
よ
！

・
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

・
サ
ン
バ
で
何
歩
？

　

サ
ン
バ
に
負
け
ず
、
劣
ら
ず
!!

そ
の
他
、
飲
食
ブ
ー
ス
も
あ
る
よ
。

●
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
に
お
店
を
出
そ
う

　

参
加
者
募
集
！
ご
希
望
の
方
は
、
安

田
（
☎
22

－

０
５
１
１
）
へ

・
秩
父
屋
台
囃
子
実
演
会

★
福
引
大
会

参
加
方
法　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
福
引

会
場
へ
市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
福
引

に
１
回
参
加
で
き
ま
す
。（
１
人
１
枚

ま
で
）

※ 
市
報
は
お
返
し
し
ま
す
。
景
品
は
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
。

見
て
！
聞
い
て
！
遊
ぼ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
開
催
！

と　

き　

７
月
５
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ウ
ニ
ク
ス
秩
父
内
ザ･

チ
ャ

レ
ン
ジ
秩
父
周
辺

秩
父
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
が
出
店
！

・ 

い
ろ
い
ろ
な
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

を
実
施
！
（
先
着
３
５
０
人
）

・ 

親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
検
定
！

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ

ー
ム
で
高
得
点
を
目
指
し
て
お
好
み
の

お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ
う
！

・ 

誰
で
も
楽
し
め
る
風
船
プ
ー
ル
の
登

場
！
入
場
は
無
料
で
、
遊
び
た
い
放
題

★
出
展
者
募
集
中
！

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
で
物
販
、
Ｐ
Ｒ
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
０

－

４
４
３
３

－

４
２
２
５

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
火
曜
・
水

曜
定
休
）

あ
め
薬
師
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
開
催

　

あ
め
薬
師
縁
日
に
あ
わ
せ
て
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
８
日
㈬

と
こ
ろ　

東
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問
東
町
商
店
街
協
同
組
合

　

松
本
☎
22

－

１
０
４
６

※
交
通
規
制
あ
り
（
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
）

へ
品
芸
工
統
伝
の
定
指
国

話
れ
ぼ
こ
仙
銘
父
秩

　

第
２
回
は
秩
父
銘
仙
と
朝
鮮
通
信
使

の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

朝
鮮
通
信
使
と
は
、
室
町
時
代
に
日

本
が
使
者
や
文
人
墨
客
を
朝
鮮
か
ら
招

い
た
事
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
に
、

中
国
か
ら
朝
鮮
を
経
て
お
茶
や
焼
物
の

技
法
も
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
朝
鮮
の
仏
師
や
陶
工
も
日
本
に
数

多
く
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

秀
吉
に
よ
る
突
然
の
朝
鮮
出
兵
で
関

係
は
悪
化
し
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

家
康
の
命
で
復
活
し
秀
忠
の
代
に
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
川
時
代
に

は
12
回
の
朝
鮮
通
信
使
が
実
施
さ
れ
た

の
で
す
。
一
行
は
、「
正
使
」「
副
使
」
が

「
書
記
」「
通
訳
」「
僧
侶
」「
書
家
」「
画
家
」

「
漢
方
医
学
者
」「
易
・
暦
学
者
」
な
ど

を
従
え
て
５
０
０
人
ほ
ど
に
な
り
、
日

本
の
警
護
や
荷
役
の
た
め
の
人
数
を
合

わ
せ
る
と
２
，
０
０
０
人
を
超
え
る
大

行
列
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
25
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

街
道
に
は
、
朝
鮮
の
賢
者
を
見
よ
う
と
、

お
び
た
だ
し
い
数
の
見
物
人
が
歓
迎
の

た
め
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
滞
在
し
た

宿
で
は
書
家
、
画
家
が
作
品
を
多
く
残

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昔
の
日
本
と
朝
鮮
の

関
係
は
良
好
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
考
え

て
み
れ
ば
、
ほ
ん
の
４
〜
５
年
前
、
ヨ

ン
様
ブ
ー
ム
で
韓
流
が
盛
り
上
が
り
、

紅
白
歌
合
戦
で
韓
国
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
が
喝
采
を
浴
び
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。
時
の
権
者
で
様
相
は
変
わ

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
朝
鮮
通
信
使
は
、
ま
ず
、
対

馬
に
渡
り
、
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
て
大

阪
か
ら
淀
川
を
上
り
京
に
入
り
ま
し
た
。

続
い
て
中
山
道
、
東
海
道
を
陸
路
と
し

て
江
戸
ま
で
と
い
う
経
路
で
す
。
左
の

図
の
船
は
、
淀

川
を
上
る
た
め

に
紀
州
家
が
幕

府
に
献
上
し
た

川
御
座
船
の
紀

伊
國
丸
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

船
の
寸
法
な

ど
を
記
録
し
た

古
文
書
に
は
、

帆
や
旗
な
ど
布

類
の
記
録
が
あ

り
、
そ
こ
に
秩

父
絹
を
羽
織
等

に
採
用
し
た
記

録
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
西
陣

織
や
加
賀
友
禅

な
ど
と
並
ん
で
、

は
っ
き
り
と

｢

秩
父
絹｣

の
文
字
が
書

か
れ
て
い
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
、
紀

州
藩
御
用
達
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
秩
父

絹
が
京
や
大
阪
に
流
通
し
て
い
た
と
い

う
発
見
は
と
て
も
驚
き
で
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

　

製
品
開
発
担
当　

影
山
和
則

※図：朝鮮通信使御楼船図屏風（大阪市立博物館蔵）　秩父絹の記述　大日本海志編纂資料第３部門　御船々諸絹類（東京大学駒場図書館蔵）

御座船の船頭は、朝鮮通信使を迎えるために秩父絹を着用していた

●
●
● 

が
ん
ば
る
商
店
街
！ 

●
●
●

済印
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